
西尾脳神経外科様 （福岡県遠賀郡）

脳神経外科の専門病院として18年前に開業された西尾脳神経外
科。院長の西尾先生は「ストップ！脳卒中」をスローガンに、地域
住民の脳血管障害を未然に防ぐ診療活動に尽力されています。そ
のために大切なのは、患者さんの動脈硬化の程度をいかに簡便か
つ正確に把握するかということ。そこで、脳神経外科医の勉強会で
勧められて「CardioHealth Station」を2013年11月に導入。脳
卒中の発症を食い止めるための心強い片腕になっています。
脳血管障害は生活習慣病のひとつでもあるので、患者さんの治療
に対するモチベーションを上げていくことが予防の最も重要なファ
クターになります。したがって、生活習慣を改善する必要性を認識
してもらうために、「CardioHealth Station」によるリスク判定レ
ポートを患者さんに手渡して、治療意欲を高める説得材料にできる
ことは大きな意味があるとおっしゃいます。地域の基幹病院やクリ
ニックとも連携しながら、脳血管障害の予防に全力で取り組んでい
る西 尾 先 生 。これ からも脳 卒 中をストップさせるために
「CardioHealth Station」を大いに役立てていきたいと考えてい
ます。
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「ストップ！脳卒中」を実現していくために、
動脈硬化の早期発見と生活習慣改善の
モチベーションアップに活用しています。
院長  西尾 暢晃 先生

西尾脳神経外科  福岡県遠賀郡遠賀町今古賀598－1

超音波診断装置 GM-72P00A
医療機器認証番号 223ABBZX00097000

特定保守管理医療機器 

遠賀郡で唯一の脳神経外科専門病院としてデイケ
アも併設。脳疾患、脳血管障害、頭部外傷などのプ
ライマリーケアを中心に、地域の患者さんの脳血管障
害の予防、リハビリテーションに力を注いでいます。 

●開業：1996年
●院長：西尾暢晃　先生
●診療科目：脳神経外科
●職員数：医師1名、看護師2名、臨床検査技師1名、
　　　　 理学療法士1名、薬剤師1名、事務員2名

西尾脳神経外科では、脳血管障害の治療および
予防のために、近隣の病院・クリニックとの医療連携を進めている。

福岡県

遠賀郡

西尾脳神経外科近隣の基幹病院

西尾脳神経外科

手術や高度治療が
必要な患者を紹介❶

動脈硬化の疑いの
ある患者の紹介❸ 近隣のクリニック

（内科など）

CardioHealth
Station

急性期から安定期に
入った患者の紹介❷
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西尾脳神経外科では、従来よりMRIを使って
動脈硬化の評価を行っていました。しかし、
MRIでは血管の内腔は見えても血管内壁の
厚さまでは把握できないので、超音波診断の
必要性も考えていましたが、脳外科の専門病
院としては、汎用のエコー診断装置よりも頸部
専用型があればほしいとお考えでした。
そんな折、同じ大学出身の脳神経外科医が集
まる勉強会で、すでに「Card i oHea l t h 
Station」を使っている先生から勧められ、早
速デモンストレーションを依頼。操作する人の

技量に左右されることなく、精度の高いIMT
測定データを得られることがわかり導入を決め
ました。「頸部エコー検査が簡単にできるよう
になったことで、動脈硬化の評価も容易になり
ました。そこで、1人でも多くの患者さんのため
に『CardioHealth Station』を活用してい
きたいと考え、『ストップ！脳卒中』を病院のス
ローガンに掲げることにしました」と西尾院長。
今後は通院される患者さんには年に1～2回検
査を受けてもらい、脳卒中予防の新戦力として
役立てていきたいと語ってくださいました。

脳神経外科の超音波診断装置には、頸部専用タイプが重宝と考えました

導入の決め手

脳血管障害の予防には頸動脈検査がいかに
有効かを熟知している同病院のスタッフは、

「CardioHealth Station」を導入して以降、
「気軽に頸部エコー検査ができるので受けて
みませんか？」と患者さんにお勧めするように
なりました。
また、院内に貼ってあるポスターを見て、「私も
検査を受けたい」と、自分から血管の状態を知
りたという患者さんも増えています。「画像や
数値でわかりやすくまとまった測定結果・リスク
判定レポートをお渡しすることで、生活習慣の

改善が必要な患者さんに緊張感を持ってもら
い、治療に対するモチベーションを高められる
ようになりました。それが『CardioHealth 
Station』導入のいちばんの効果ですね」と、
西尾院長は語ります。患者さんとじっくり向き
合い、わかりやすい言葉で説明してくれる専門
病院として、地域住民から大きな信頼を集めて
いる西尾脳神経外科。

「ストップ！脳卒中」を実現していくために、
「CardioHealth Station」の活用の機会は
ますます広がっていくことでしょう。

患者さんに頸部エコー検査を勧め、
判定レポートを手渡すことが、治療意欲の向上につながります

導入のメリット

「CardioHealth Station」を操作する西尾
院長（写真上）。スタッフ全員が使えるよう
にしているが、現在は専任の臨床検査技
師が検査を行っています。

医療法人　西尾脳神経外科
院内に貼られているポスターを見て、頸部エコー
検査を希望する患者さんも増えています。

このカタログの記載内容は
2013年3月現在のものです。
GM-JJIE05GG1

※1：IMTとは、Intima Media Thicknessの略で、動脈の内中膜複合体厚を意味する。IMTの肥厚は、心筋梗塞や脳卒中の発症・再発率と相関を示すことから近年心血管イベントの予測因子として高く評価されている。

●製品の色は印刷物ですので実際の色と若干異なる場合があります。●画面はハメコミ合成のイメージです。


